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一條　千賀子
イチジョウ　チカコ

みやぎおかみ会幹事　（鎌先温泉時音の宿湯主一條　女将）
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一般社団法人宮城インバウンドＤＭＯ常務理事
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株式会社まちづくり角田事業部長　（道の駅かくだ駅長）
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　利幸
トシユキ

株式会社タケヤ交通 代表取締役社長

小野寺
オノデラ

　拓弥
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株式会社ヒルズ取締役

嶋﨑
シマザキ

　康二
コウジ 一般社団法人かかしの一本足かえるのあぐら代表理事

（柚子のあぜ道雨乞のかえる）

宮原
ミヤハラ

　育子
イクコ

宮城学院女子大学　現代ビジネス学部　現代ビジネス学科　教授

村上
ムラカミ

　博
ヒロシ 一般財団法人村田町ふるさとリフレッシュセンター常務理事

（道の駅村田事務局長）

　みやぎ観光振興会議仙南圏域会議
 みやぎ蔵王三十六景ブランド創造会議

ワーキンググループ名簿

五十音順，敬称略

第１回WG
　　日　時：令和２年１０月８日（木）午後２時～
　　場　所：大河原合同庁舎３０１会議室
　　参加者：一條委員，伊藤委員，今井委員，大宮委員，小野寺委員，嶋﨑委員，村上委員

第２回WG
　　日　時：令和２年１１月１１日（水）午後２時～
　　場　所：大河原合同庁舎２０１会議室
　　参加者：一條委員，今井委員，大宮委員，嶋﨑委員，村上委員

資料２



ＷＧの活動報告

主
旨

県南の独自性を活かし、県南でしか体験できないものや県南地域を結ぶことで得られる
来訪者の楽しさや感動を持てるモデルコースを参加メンバーが共に考え、実現化に向け
活動を行う。

地域には収益の向上を、お客様には感動を。

県南地域誘客イメージの創出と共有

1ステップ メンバーそれぞれの思いを意見を通して提案。

• 地域としての将来像（どうなったるれしいのか）
• 仙南地域の底上げが重要（誘客力と魅力度）
• 旅館などの宿泊施設を地域情報発信源に。
• 仙南地域は、農業地域であり、農業体験などと道の駅の組合わせは。

２ステップ

それぞれの立場や経験から意見発表

県南のイメージから誘客策を膨らませながら
議論

仙南らしさを土台に具体的な方法を議論

結果

 地域カレンダーの作成
 紙とWEBで発信
 配布先は、宿泊施設と道の駅、観光施
設などで

 各企業、施設などのHPとのリンク
 宿泊先での情報発信

 農産物を中心とした買物や体験で
の誘客

 季節により他のコンテンツと組合
せた（花やイベントや体験など）
宿泊プラン

 地域をつなぐモデルプラン

情報 プラン

2ステップのOUTPUT（得られたもの）
 他地域との差別化（県南地域特性を活かした道の駅巡りと農業体験）
 情報の一元化（県南カレンダー（農作物の収穫時期とイベント情報など））
 地域間組織間連携方法（道の駅の連携、農家と道の駅と宿泊施設）
 情報伝達ルート（宿泊施設からお客様へ、道の駅からお客様へ（紙ベース）、
大河原地方振興事務所HPと各企業、宿泊施設、観光施設等HPとのリンク）

 今持っている資源の組合せと活用方法
 メンバーとプランを作り上げる楽しさ、ワクワク感
 次回に向けての具体的な行動など



今回のスタートは、仙南のイメージ

すごい田舎

仙台市民のイメージ

農産物をメインとした道の駅巡りや
農業体験を主としてはどうか

宿泊施設へ情報提供をして誘
客・集客してはどうか

角田市はグリーンツーリズムを実施
しているが、観光農園がないため受
け入れ態勢に課題がある。オプショ
ナルツアーなら受け入れは可能

宿泊施設と道の駅などの連携によるＧＯ
ＴＯキャンペーンに類似したクーポン
サービスをやってみてはどうか。特にGO
TOキャンペーン後にお得感が際立ってく
るのでは。

スポット的に人が集まるイベントから他
の場所へ誘導する情報発信をどうすべき
か考える

道の駅村田では、イベントカレン
ダーを発行して配布している。
大河原地方振興事務所でのHPで毎月
宮城県南エリア観光イベント情報を
掲載している。

情報がバラバラになっているので、目に
つかない。知られていない。

道の駅村田のイベントカレンダーの
ように1年間の情報が載っている仙南
エリアカレンダーを作ってみてはど
うか。旬な農作物を入れて。

カレンダーから情報を広げて誘客につなげる。

討論内容と推移

地域特性を活かしながら情報発信での課題と解決に向け
た方法を論議



旬な農産物を使った料理をオンラインツ
アーで照会するのも良い。

旬な農産物を使った料理を仙南御
膳のようにして夕食の膳として出
すのも話題性があり、誘客につな
がるのでは。

料理をオンラインで照会し、買えるのは道
の駅ですよとか

情報伝達方法は、ネットだけでなく、基本
は紙ベースの方が良いのでは。道の駅で渡
す方が拡散は早い。来訪者が年齢が高い人
が中心。消費額も大きい。

角田の道の駅は、運動公園のそば
なので家族連れが多い。立地条件
や環境によって客層に違いもある。

それぞれの地域で特産品があるので、収穫体験や農産物の買物も連携しやすい。

旬な農産物の収穫体験と道の駅巡り
をモデルプランとしてみては。

農家も人手が足りなくて種まきとか
収穫とか、人手があると助かる。

種まき体験、収穫体験で農家支援。
参加者に特産品をプレゼント。

農家は、人手の確保と売上確保。
お客様は、手伝えた満足感と特産
品をもらえることでのお得感。

プランにより想定される地域メリットと来訪者の効能へ
到達。

県南ミステリーツアー（旬な食材
を中心とした農業体験（いつもよ
り早すぎて目的としたのと別のも
のを収穫））

行ってみようという行動を起こさせるきっかけづくりが重要。
短期的取組だけでなく、中長期的な取組みも必要。

クーポンを作成
するための費用
を見積もってみ
る。

今日の内容を旅
行会社に話し、
感想を聞いてみ
る

冬の間ではアイ
ディアを出し、
春以降にオプ
ショナルツアー
実施に向けて活
動を続ける

地域内アクセス
は、オンデマン
ド方式での公共
交通網を検討し
てみては。

次回に向けて
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